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多職種連携教育（ ）における養成学生の専門性理解
―模擬ケース会議の事前・事後評価から―

○荊木まき子（就実短期大学） 森田英嗣（大阪教育大学）
鈴木 薫（淑徳大学） 枝廣和憲（福山大学）
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問題と目的

近年多職種連携教育は，教育領域においても緩や

かにではあるが，始まりつつある（荊木・森田， ）。

しかし，教育領域における専門家である教員であっ

ても，担任に代表される教諭や養護教諭等，異なる

専門教育を受けており，またスクールカウンセラー

（以下 ）やスクールソーシャルワーカー（以下 ）

に代表される他職種は，教員とは全く異なる養成教

育を受けている。その中で，教育領域の多職種連携

教育（ ）を行うために，これらの異なる養成教育

を受ける学生に対し，各養成校の学生がどのように

多職種連携教育を学び，理解するのかについては，

明らかにされていない。

もし，各養成学生間に専門性理解の違いが存在す

るならば，それを明らかにすることは，教育領域に

おける多職種連携教育にとって，重要な示唆を与え

るだろう。従って本研究では，小学校教員養成課程，

養護教諭養成課程， 養成として臨床心理士（公認

心理師）養成課程の学生に模擬ケース会議（荊木・

森田・鈴木， ）を行い，その事前・後に学校内

における専門家の専門性を記述してもらうことで，

各養成学生の専門性理解の現状、及び模擬ケース会

議の専門性理解に及ぼす結果を検討した。

方 法

研究協力者：小学校教員養成課程学生（以下 教員 ）

名，養護教諭養成課程学生 名（以下 養護教諭

）は教育実習前，臨床心理士養成課程学生は 名

（以下 臨床心理士 ）内 名が学校実習後であった。

実施時期：小学校教員養成課程・養護教諭養成課程

は 年 月 臨床心理士養成課程は 年 月

に行った。

実施方法：中学 年生のリストカット事例による模

擬ケース会議を各養成校で行い 事前・後にて 会議

に登場する養護教諭 担任 管理職 による

つの役割の専門性を自由記述してもらった。事後は

事前の記述に書き足す形で行った。

分析方法：役割毎の自由記述による専門性から共通

する項目を書き出し，項目数を養成学生毎に数えた。

事後は新たな学習知見と見なし 累積数とした。これ

らの合計項目数を事前・後毎に比較して傾向を見た。

各学生による事前・後毎の全専門性記述項目数はχ

検定 他の事前・後の項目数は直接確率検定にて検定

を行った。また，各養成学生の自職種と他職種の専

門性記述項目数を比較した。

結 果

養成校毎の記述項目数を に示す。

教員 は事前において 自職種である担任の専門

性の記述項目数が他職種と比較して多い反面 全記

述項目数では 他の養成学生と比較して少なかった

（χ ＝ ＜ ）。事後では 全記述項目数

が増加していた ＜ ）。特に 管理職の記述項目数

が増加した ＜ ）。 養護教諭 は 事前・後とも

自職種である養護教諭の専門性の記述項目数が 他

と比較して多く見られた。臨床心理士 は 事前・後

とも自職種である の専門性の記述項目数が 他と

比較して多く 特に事前では の記述項目数に差

が見られ ＜ ） 事後には有意傾向となった。以

上より，事前・後に 各養成校の自職種の記述項目数

が他職種と比較して 教員 の事後の管理職以外は

多く答えていた。

考 察

全体として事後に 各養成校の合計数が増加し

教員 に有意差が見られたことから 模擬ケース会議

学習効果が考えられた。特に管理職の仕事を 教員

の仕事として認識したと考えられた。他の 養護教諭

や 臨床心理士 の専門性理解に有意差がなかった

理由として 事前に自他の職種をある程度理解し 事

後も記述数の増加傾向があるものの 差が出るまで

には至らなかったと考えられた。この 教員 と 養護

教諭 ・ 臨床心理士 の理解差は 先行研究での教員

養成の学生は教員が中心となり支援を行う認識を持

つ傾向があること（森川・岩山， ）を考えると，

教員 の専門性理解は，事前では各専門性について

理解が乏しく，多職種連携教育の学習効果が現れや

すかったと考えられた。比較的自他の専門性理解の

記述数が多かった 臨床心理士 も は項目記述

数が少なく 事後にその専門性理解は記述数が優位

傾向になることで，一定程度改善されたと考えられ

た。

以上より，今後多職種連携教育において，各養成

校の特性に応じた部分と共通する部分を整理して学

習していく必要があると考えられた。

Figure１　各養成校における専門性理解の項目数
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教師にとっての異動の意味と異動に伴う変容プロセス（ ）
―異動は組織を変えるのか―

東海林麗香（山梨大学）
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問題と目的

教員の異動に関する研究としては，異動に伴う

困難の分類，メンタルヘルスへの影響，能力開発・

授業改善への影響等，多くは，異動する教員に焦

点を当てたものであるが，異動の決定過程に関す

る研究やそのシステムに関する研究も行われてい

る。

発表者は異動についていくつかの研究を行って

きたが（東海林・上杉， ；東海林・小田，

など），それらは異動する個人の経験の意味づけに

焦点を当て，危機ともなりうる異動という転機を

どのように乗り越えるのか，それにより教師とし

てどのように発達するのかについて検討しようと

するものであった。本発表では，異動そのものや

異動してきた個人のアクションが組織にどのよう

な影響を及ぼすのか，またアクションを起こそう

とする内的変化を促すもの，アクションを起こそ

うとする個人を支えるものがどのようなものであ

るのかについて，異動による気づきから組織の変

容に向けたアクションを起こした２つのケースを

取り上げ，検討する。

方 法

分析の対象とするのは 名の小学校教師（ さ

ん， さん）であり，教師の異動に関するインタ

ビュー調査によって得られたデータの一部である。

全てのケースにおいて対象者の承諾を得て録音し，

逐語録を作成している。

本発表で対象とする 名は， 代後半，一児の

母，同じ地区ブロックに配属されており，異動先

が家庭に課題のある児童の多い学校であるという

共通点がある。また，専門職大学院において研修

を受けたという共通点もある。 さんは，異動後

に初めて担任から外れて教務担当となり，また研

究主任等の業務負担の重い校務分掌を複数担うこ

ととなった。 さんは担任を持ったが， さんと同

じく研究主任となった。対象者 名とインタビュ

アー（発表者）は，異動前から研修等で交流があ

り，学級経営・授業の場面を何度も見ている。ま

た，異動前・異動後のいずれの学校でも校内研究

会の講師等で関わっており，管理職のみながらず

他の教員の多くと面識があった。

質問項目は，「学校」「教師，教えること，勉強

させること」「児童，学ぶこと，勉強すること」「授

業以外の学校生活に関わること（特に学校行事）」

「教師にとっての異動の意味」の 点について，

話しやすいところから話してもらうという手続き

で行った。インタビューの所要時間は さん

分， さん 分であった。

結果と考察

さんは業務改善アンケートとその取りまとめ

方について， さんは支援員の配置の仕方につい

て管理職や同僚に改善の必要性を伝えたり，会議

で発言したりした。 さんのケースではその後す

ぐに，無理のある配置により業務に重大な滞りが

生じたこともあり，配置の仕方が変更された。

異動が組織に及ぼす影響について両者から共に

語られたことは，①ある程度経験年数のある人が

異動する場合，受け入れる側もその人がどういう

人かわかっているので，新年度の配置等をその人

ありきで考える。そういう意味で異動前から組織

に影響を与えている。②異動してきたからこそ見

えることがあるが， 年目は言いたいことが言え

ず，また異動してきた人を大変なクラスや分掌に

配置することがよくあり，それに忙殺されて気づ

きを忘れてしまうので結果的に何も変わらない，

③研修を受けて知識が増えたり新たな視点を獲得

したりしたことがアクションを起こすことにつな

がった。具体的には組織マネジメントやチームで

の対応についての知識やそのような視点で学校を

見ることであった。また，それによってアクショ

ンを起こしたことを後悔しないですんだ，という

点であった。

引用文献

東海林麗香・上杉尚子（ ）教師にとっての異

動の意味とそのプロセス：実践者と研究者の往

復書簡による検討 教育実践学研究 山梨大学

教育学部附属教育実践総合センター研究紀要，

，

東海林麗香・小田雄仁（ ）高校教師にとって

の異動の意味と異動に伴う変容プロセス ナラ

ティヴおよび学校文化という観点から 山梨大

学教育学部紀要，

付 記

この研究は科学研究費 （基盤研究

「個の多様性を支える教師のありようと教育実践

の変容可能性」）の助成を受けて行われた。

― 271―


